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参考資料 

○学びの羅針盤（R8．3月） 

○南北６００キロの教育～へき地・複式教育の手引き～ 

○令和 7 年度 短期研修資料 「研修観を転換し、校内研修を充実！校内研修マインドチェンジ

講座」（髙谷先生） 

【日 時】  令和８年 ４月 ２１日（火）          １５：４０～１６：４５ 

 

【場 所】  理科室 

 

【内 容】  

Ⅰ 目指す児童の姿・共通実践事項の検討 

Ⅱ 個人のゴールの設定 

Ⅲ 一人１授業の日程の確認 

Ⅳ 授業研究の流れ 

Ⅴ 6月２日（火）・３０日（火）の授業検討 

Ⅵ ふり返り 

Ⅶ 校長指導  

 

【準備する物】 

・ 筆記用具 

・ タブレット（当日資料配布を行う予定です） 

学習者主体の授業による自ら学ぶ児童の育成 

～子供の事実を基にした省察を通して～ 
 

指導観・研修観の転換をとおした、 

同僚性・ウェルビーイングを高める校内研修の在り方 
 

学びの継続 

☆ 学習者主体の授業の手立て 

☆ 今年の自分の研究テーマ 

を考えてみましょう。 

１５：４０～１５：５５ （１５） 

１５：５５～１６：００ （ ５） 

１６：００～１６：０５ （ ５） 

１６：０５～１６：１０ （ 5） 

１６：１０～１６：３５ （２５） 

１６：３５～１６：４０ （ ５） 

１６：４０～１６：４５ （ ５） 



みんなで 学びを進める 大切なルール 

① 互いの価値観や経験、思いを聞き合う。 

共感的に聞きながら、印象に残った言葉を伝え、疑問に思ったことは相手に「問い」として

返す。 

 

② 互いの「違い」を楽しむ 

相手の意見を否定したり、相手の思いに「べき」論で返したりせず、違いがあることがある

ことを当然として、違いの中身を楽しみながら協議する。 

→自分と違う視点を知ることは、自分の学びにつながる。 

 

③ サポートできることを大切にする。 

自分の学びを進めるだけでなく、共に学びを創る一員として、自分ができるサポートを見

つけながら協議する。 

 

Ⅰ 目指す児童の姿・共通実践事項の検討 

１ 目指す児童の姿 

 

Aチーム Bチーム 

自ら問いを発見できる児童。  意図を持って主体的に課題的に取り組む姿 

学びに向かう児童。 全員参加の授業 

自己選択、自己解決できる児童。 自ら学ぶ力を身につける。 

自分の言葉で伝えられる。 協働してものや考えをつくりだす姿 

 試行錯誤するべきポイントが分かる 

下小の実態・課題から  

 



２ 学習者主体の授業について 

Aチーム Bチーム 

生活と関係させて、問いをもってくる。 学習計画を児童の思いを入れながらたてる 

課題から、めあてを子供の言葉から作る。 全体のめあて 

個人のめあてをたてる 

授業の流れをパターン化する。 振り返りの視点をしっかりと最初から教える 

学習方法を提示する。 教師は任せる・見守る姿勢 

時間を考えさせる。 グループ学習の進め方話型が必要→児童の

思いで変えていくのはあり。 

 めあての焦点化からまとめまでを自分たちで

行わせる。 

 一言ずつ発表させる時間を確保する。 

 問い→正解と思わせないような発問 

問い→自分の意見が言えればはなまる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供が自ら問いを発見するための手立て 

協働するための手立て 

見通すための 

手立て 

次に生かすための 

手立て 



Ⅱ 個人のゴールの設定 （ロイロ→共有ノート） 次回 （   月   日報告会） 

 

Ⅲ 一人１授業の日程の確認 

 月 日 曜日 校時 学年 教科 指導者 

１ ５～６       

２ ６ ２ 火 ５ ６ 算数 橋口先生 

研修 ６ ２ 火 L 授業研究① ※１と２の分 

３ ６ ３０ 火 ５ １ 算数 中尾先生 

研修 ６ ３０ 火 L 授業研究② ※３の分。講師招聘 

４ ９～１０       

５ １０ ６ 火 ５    

研修 １０ ６ 火 L 授業研究③ ※４と５の分 

６        

研修 １１ ６ 金 S 授業研究④ ※６の分 

７ １１       

８ １２ １ 火 ５    

研修 １２ １ 火 L 授業研究⑤ ※７と８の分 

 

赤のシート

に、個人内

ゴールを設

定しましょ

う。 

 

自 分 が 興

味を持った

ことやさら

にレベルア

ップしたい

ことなど、主

体的に取り

組める課題

を見つけま

しょう。 



Ⅳ 授業研究の流れ 

 １ 授業前に、本時における目指す子供の姿及びそのための手立てを確認する。 

 
 ２ 授業における児童の姿を観察し、事実のみを記録する。 

 
 ３ 観察した事実を、目指す姿に迫れているもの（〇）、そうでないもの（△）に分類し、グルーピ

ングする。 

 
 ４ 子供の姿の分析から展望を導く。 

⑴ △をつけたグループから１つ抽出し、なぜそうなったのかを子供の目線で解釈し、それを解

決するためのアイデアを出し合う。それらをもとに、短期的・長期的に取り組めそうなことを

決める。 

⑵ 各グループの展望を共有する。 

⑶ 共有した展望から、全体で取り組むことや個人で取り組むことを決め、振り返る。 

 



Ⅴ 6月２日（火）・３０日（火）の授業検討 

１ 授業前に、本時における目指す子供の姿及びそのための手立てを確認する。 

目指す子供の姿 

 

 

手立て 

 

 

 

 

 

Ⅶ 校長指導  

 



 


